
平成 23 年度「中城御殿跡」現地説明会資料

平成23年12月18日（日）

沖縄県立埋蔵文化財センタ ー

1 . はじめに

沖縄県立埋蔵文化財センタ ー では、 平成19 (2007)年度から「中城御殿跡」の発掘調査を実施しています。

今回の調査は、 建物跡などの遺構が、 どの範囲・状態で残されているかを確認する遺構確認調査として行われて

います。 この調査成果は中城御殿跡を活用していくための基礎資料となります。

2. 調査の概要

・遺跡名：中城御殿跡

・所在 地：那覇市首里大中町1丁目1番地

・調査目的：遺構の範囲確認調査

・調査面積：311 rrl

・調査期間：平成23年 8月～平成23年12月

3. 中城御殿とは

中城御殿は、 次の琉球国王となる世子が暮らした邸宅跡を指します。名称の由来は、 王子が王世子（王位継承

者）になると、 領地として中城間切を下賜され、 中城王子あるいは中城御殿と称されたことによります。 当初そ

の建物は、 17世紀前半に現首里高等学校敷地内（現首里真和志町）に創建され、 その後1875 (明治8)年に現

在の首里大中町に移転します。 今回開催します現地説明会の対象となるのは、 移転後の中城御殿を指します。

12T43'0' 

第1図 中城御殿の位置






